


中学生作文コンクールが
今年で第 58回を迎えました！

生命保険文化センター主催生命保険文化センター主催

　生命保険文化センターにて毎年実施しております、生命保険を題材とした「中学生作文コンクール」も、
今年で第 58回を迎えることができました。このコロナ禍にも関わらず、879校の中学校から 26,018 編と
いう昨年に引き続き多数の作文をご応募いただいております。
　ご応募いただいた作文については、厳正な審査を行い、文部科学大臣賞１編、全日本中学校長会賞１編、
生命保険文化センター賞１編、優秀賞５編、計８編の作文を全国賞として決定いたしました。予定しており
ました全国賞表彰式及びパーティーは、感染拡大防止のため、残念ながら今年のコンクールにおいては中止
せざるを得ないこととなりました。そこで、従来は表彰式でお話ししていました応募作文に対する講評、祝
辞について、動画で収録して皆様のもとにお届けし、ご覧いただける形といたしております。
　『Present』では、中学生ならではの感性で生命保険を通じて感じられる家族の強い絆や愛情などが込めら
れた素晴らしい作品を、1年間を通してご紹介していきます。

　このたびは、このような素晴らしい賞をいただけたことを大変嬉しく思います。
　今回、僕にとって掛け替えのない大切な母が病気になってしまったことで、生命保険の大切
さを痛切に実感したことについて作文を書きました。
　５年前の秋、母が病気になり、どんどんと痩せていく
姿をみて、当時小学２年生だった僕は「怖い」という感
情に押しつぶされそうだったことを今でも覚えています。
母子家庭で、僕たち兄弟３人の子どもの為に朝から晩ま
で体力の続くかぎり働く母は、生命保険の保障がなけ
れば手術を受けることをあきらめていたかもしれません。
母は生命保険の保障のおかげで手術を受け、治療に専
念することができました。今、僕たち家族４人の幸せな
生活があるのは、生命保険という保障のおかげだと感
謝しています。
　僕の作文にふれることで、少しでも生命保険の大切さ
を知ってもらえるきっかけになると嬉しいです。
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※紙面の都合上、一部割愛させていただきました。

『Ｐｒｅｓｅｎｔ』の誌面が２０２１年４月号より、フルカラーとなります。
本文の写真やイラストも一層華やかになり、
見やすい誌面となりますので、今後とも引き続き、
ご愛読をよろしくお願いいたします。
※表紙はイメージになります。

Ｐｒｅｓｅｎｔは２０２１年４月号より、
冊子版、電子版ともフルカラーでお届けします！
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広島城

生命保険の学習サイトJAIFA学習帖ご活用ください

『Present』4月号は、スマートフォンでも読むことができます。
JAIFA はこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます。

もっと元気よく
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www.jaifa.or.jp

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
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（作品は、本誌 14ページ）

『２０２１年次大会ｉｎ広島』大会についてのお知らせ
毎年、１月から大会開催のお知らせを掲載いたしておりますが、コロナ禍の影響を受けまして、
現在、５月２８日（金）の開催に向けた検討を進めております。
確定次第、改めてご案内させていただきますので、ご了承いただきたくお知らせいたします。

２０２１ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎ広島実行委員会



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

2021年
2月4日 ～2022

年
2月 3日

マダム晶子の九性気学で今日から開運 〈特別企画〉

さあ出番が来ました。令和3年は躍進して
駒を１つ上に押し上げることができる年で
す。年頭より全力投球するのではなく、じ
わじわと追い上げていき、後半には良い結
果になります。更に発展していくでしょう。
今年は再生復興も望みがありますので、良
く整理して取り組みましょう。金銭運は欲が
らみの話は避けて。社交運は良好。
☆開運：健康管理が第一（痛みを伴う病に注意）。
開運料理：酸味で疲労回復する。
（ミカンや酢の物、青野菜で開運する）

いよいよ飛躍の時を迎え、新たに希望が
みなぎる1 年間。今年のテーマは本気
で動くことに尽きます。動いて動いて蓄
えた物を今一つ大きく間口を広げる年な
のです。次の収穫へバトンタッチする為
にも動いて形を作りましょう。しかし、働
き過ぎて体調を崩さないように。金銭運
は良好。社交運は平運。
☆開運：体調管理をすることで結果良くなる。
開運料理：たまには家族団らん、鶏肉で鍋を囲ん
で。(それぞれの味でもあなたは辛い味で開運)

令和 3年は昨年の波乱の影響を受けて、
前半は大変な苦労を強いられることにな
りそうな気配です。自分の感覚も行動も、
そして取り巻く周囲でさえもピント外れの
状況ですが、夏過ぎ頃からは良い状況に
転じるでしょう。ビジネス運は無理をしな
いで、整理整頓や次の展開に備えましょ
う。金銭運、社交運共に良くありません。
☆開運：慌てない。しっかり自分の将来設計をして。
開運料理：免疫効果のある乳酸菌を取り入れ
てね。（ヨーグルト、お味噌汁、漬物、麹漬け）

☆開運：現状維持を守ることが今年のテーマ。
開運料理：海の幸、特に海藻類は開運間違い
なし。

令和３年は長年の夢が実現し、願ってきた
ことが叶う1年です。運気は最高潮なの
で油断をしないように、気を引き締めて頑
張るとき。今までのあなたの努力の成果に
は信用がつき、遠方まで良い噂が飛んで
いきます。そんな良い評判が、千客万来
につながる良い年になります。金銭は現状
維持。社交運は人気上昇になっていきます。
☆開運：先見の目を持ちやるべき準備に備えること。
開運料理：根菜や発酵食品が胃腸を助ける。
（小豆や、お団子はあなたの味方、開運よ）

令和 3年は少し休息の時を過ごす感じで
す。思うように動きができなくてビジネス
モードになりません。無理をしないで現状
を守って活動しましょう。幸い自分の考え
方も行動もそしてあなたを取り巻く周囲
の環境も味方になります。ビジネス運は
若い女性にアタックしてみてね。金銭運は
営業利益が吉、社交運は遊び過ぎない。
☆開運：貯蓄は守る、財布の紐はほどかない。
開運料理：チーズやバターなどの発酵食品で
免疫力を高めてね。（甘いお汁粉などは開運）

奉仕に尽きる1 年。夏至を過ぎた頃か
ら全体的に躍動感が感じられますので積
極的な動きをしてね。ビジネス運は成果
を追うのも大事ですが、今年は人の為
になることをする方が結果は早道。物事
を諦めない、じっくり取り組む、辛抱す
ることが今年のテーマ。金銭運や社交
運は現状維持を守り高望みしないこと。
☆開運：一生懸命に（奉仕）という種蒔きをする年。
開運料理：塩味いっぱい食べてミネラルで健
康に。（干し魚、海の魚、塩漬けの魚で開運する）

令和3年スタートと同時に運気は最高潮で、
運勢階段の最上階で過ごすことになります。
今まで頑張ってきたあなたは、更に上を望
みたくなるでしょうが、今年は動いては駄目
です。自分の為の足許固めや内面の強化
をすることに専念。6月・7月・8月は体
力が落ち込むので注意してね。金銭運と社
交運は現状維持で変化をしないように。
☆開運：余計な動きが運気を壊す、現状維持を
守ること。開運料理：牛肉、ショウガ、ネギでエネ
ルギー確保。（辛い味で身体を温めてこそ開運）

変化厳禁の令和 3 年の幕開け。昨年辛
抱してきたあなたは変身願望が強く、変
わりたい、変身したい希望が鬱積。今ま
で頑張ったのですから流れを変えないで
ね。変革をしたらせっかくの辛抱は水の
泡です。ビジネス運は見直し、相続をター
ゲットに。金銭運と社交運も現状維持。
☆開運：立春に先祖供養のお墓参りを。
開運料理：苦みの食べ物で肝臓や大腸のデ
トックスを。（ゴーヤ、コーヒー、サフラン、ウ
コン等で開運）

令和 3 年は大きく社会が変化をしていく
年。その中であなたの動きも大きく変わ
ります。離合集散で場所の移動や家族と
の別れ、職場等に変化が起こります。現
状をしっかり認識しながら、自分に合う過
ごし方を貫きましょう。ビジネス運は努
力した方には評価の対象、昇級賞金等あ
り。金銭運、社交運は昨年よりも良好。

新年明けましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いいたします。
＜令和 3 年　時代が変わる、制度も変わる、
あなたも私も変わる 1 年＞（六白金気中宮の年）

～時代はグノーシス（知識）への転換を余儀なくされる、
時代の変革期　自分自身を大事に
自己認識を強く持ちましょう～
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今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今年の 1 月までは、まだ令和 2 年度の
運勢です。今月は復活の大事な 1 月に
なります。そして離合集散の1ヵ月です。
良い事も悪い事も全てが明るみに出ま
す。ビジネス運は新年のご挨拶も兼ね
て、見直しや復活に迅速な活動をしましょ
う。金銭運は出銭の多い月になります。
計画的な消費を心がけてね。社交運は
修復するのに最高の月。
開運★東吉方位～ここで営業活動を。
（千客万来を呼び込み、新しい良いスタートが切れる）

お正月休みがなかなか抜けない今月は
体力を消耗しており、気力もわいてこな
いので活動は思うように展開していきま
せん。体力をつけて栄養補給やビタミン
補給で乗り切りましょう。ビジネス運は
伝統の 2 月節に向けての準備等、机上
作戦で計画を練り込みましょう。金銭運
は良くありません。社交運は現状維持を
守ること。
開運★東北吉方位～ここで商談を。
（良い状況に変わる、古い顧客と再び縁がある）

新しい 1年と共に盛運で過ごせる今月は
気分も新たに良い動きが出てきそうで
す。自分の考えも行動も的確に判断が
できる時です。迷いは捨てて思い切って
前に出ましょう。ビジネス運は遠方に商
機あり。アタックを試みて。金銭運は残
念ですがもう少し後からの運気です。社
交運は上昇中、来月につなぎましょう。

開運★東吉方位～ここで営業活動を。
（千客万来で人とのつながりが出てくる）

発展の躍進の場所で過ごす今月のあな
たの考え方、行動は多少欲深くなってお
り、強引に事を進めるとせっかく積み上
げた運気は台無しです。セオリー通りに
過ごすことを基本に活動しましょう。ビジ
ネス運は全ての点検が済んだら一気に進
みましょう。金銭運は現状のまま。社交
運も良くないので動かないことが大事。

開運★南吉方位～ここで活動を。
（全ての事に絆が結ばれる、紹介話が舞い込む）

願望達成する1ヵ月です。昨年からのあ
なたの願いは成就するのです。自分の
考え方も行動も的確に判断できる時。ビ
ジネス運は千客万来でビッグなご縁がで
きそうです。遠方からの問い合わせも多
い時。金銭運は最高の時で、大きな資
金に縁ができます。社交運は人気上昇
中です。

開運★東北吉方位～飲食商談はここで。
（良い情報が入る、再開や復活が起こる）

勝利の後の強運期の中で過ごす今月は、
基本通りに過ごしましょう。自分の考え
方も的確な判断ができる時。自分の足
許を固めて内面を強化して次への準備
をしつつ勝利を噛み締めること。ビジネ
ス運は顧客名簿などの整理をしましょう。
金銭運は何もしなくても営業利益がアッ
プします。社交運も最高運になります。

開運★北吉方位～ここで飲食や商談を。
(母親、祖母、妻などからの支援を得られる吉方位)

運気は最高の時。今月は休む間もなく忙
しく動くことになりそうです。自分の考
え方も、取り巻く周囲の状況もピントピ
タリの時です。飛躍の時ですから少しで
も間口を広げて大きくしましょう。ビジネ
ス運は大きな仕事の縁ができそう。金銭
運は良好です。社交運の今月は現状維
持で過ごしましょう。

開運★南吉方位～ここで営業活動を。
（紹介話を引き出せる、新しい動きが出る）

運気は低迷しています。自分の気も勘も、
取り巻く周囲の状況も良くありません。
今月の全ての流れの悪さは、言葉の行
き違い、言わなくてよかった一言や言わ
なくてはならない一言などがトラブルに
発展しそうです。ビジネス運は現状維
持を守りつつ、次への準備をしましょう。
社交運も良くないです。

開運★東北吉方位～ここで営業活動を。
(良い変化を望める、いち早く良い情報が入る)

開運★北大吉方位～泊まり遠方へ旅行を。（自分を
支えてくれる人達に囲まれる、母や妻を大事にする）

変化厳禁、流れを変えてはならないとい
うのが今月のテーマです。変身、変革、
変更等をしないことです。来月からいよ
いよ令和 3年が始まります。グローバル
に大転換の時だからこそ、現状維持で自
分のことをしっかり守りましょう。
ビジネス運は今年の整理整頓をして出番
の準備をしましょう。金銭運・社交運共
に良くありません。

2021 年 1 月節
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～意志あるところに道はひらける～

2021年の新春対談ゲストは、女優の大地真央さん。
宝塚歌劇団月組トップスターとして一世を風靡し、退団後も女優として、
数多くの舞台や映画、テレビドラマ、CM等でご活躍されています。

これまでのご経験を交えて、
コロナ禍でもポジティブな気持ちになれる話題をご紹介していきます。

大地 真央さん
女優

石井 清司
JAIFA 第12代理事長

ジュエリー協力：サバース銀座

新春対談

のドリーム募金 累計総額  5億5,051万2,442円
令和2年度 募金現在額は339万6,644円です（令和２年11月30日現在）愛



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

理事長からのご挨拶
新年おめでとうございます。
自身を輝かせ、何事も成し遂げようとする「意志」を強く
持って発揮していくために今年度テーマを「willpower
〜意思あるところに道はひらける〜」として活動して
おります。
コロナ禍の中にありますが、各人の強い「意志」に加え、
プライドを持って活動を展開してまいります。
新年が皆さまにとりまして、より充実した年となります
よう、心より祈念申し上げます。
公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
理事長　石井 清司

        
マダム晶子の九性気学で 今日から開運  

〈特別企画〉2021 年度の運勢
2021 年 1 月節

02 新春対談　
 Willpower 

～意志あるところに道はひらける～

 大地 真央さん 
 石井 清司 
09 生命保険各社社長より　新年のご挨拶

14 第 217 回　ありがとう生命保険     
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「生命保険の大切さを知った日」
 高知県 高知中学校　１学年　本田 哲平

16 第４回　身近なサイエンス
 合成宝石
18 第 69 回　ゼロから学ぶ税金講座
 電子申告で控除額１０万円アップ
20 第 46 回　社会保険 Q&A
 イクメンと育児休業その他
21 第 106 回　桐生純子の愛され力   

コミュニケーション術
  【素敵な人になるヒント】 

～オンラインコミュニケーションを学ぼう～
22 第 195 回　お客様からの感謝の声
 36歳で難病になった夫。　　　　　　　　　

生命保険のおかげでこれからの長期療養費の
準備ができ、安心しました

26 第 118 回　思わず伝えたくなる！  　
お金にまつわるエトセトラ

 使わないクレジットカードに要注意
27 第 36 回　JAIFA VOICE
 コロナ禍の今こそ一致団結して　　　　　　

頑張っていきたい！

28 第 13 回　全国会長会議開催報告

〈�女優〉

〈�JAIFA�第12代理事長〉

厚生労働省では、新型コロナウイルス感染症の発生をさらに抑えるためには、１人ひとりが最新の知識を身につけ正しく対
策を行うことが重要とし、新型コロナウイルス感染症に関する現在の状況とこれまでに得られた科学的知見についてとりま
とめました。

（2020 年 11 月時点）新型コロナウイルス感染症の“いま”についての 10 の知識（2020 年 11 月 27 日掲載）
https://www.mhlw.go.jp/content/000699304.pdf
※詳しくは厚生労働省のホームページを参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために
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のドリーム募金 累計総額  5億5,051万2,442円
令和2年度 募金現在額は339万6,644円です（令和２年11月30日現在）愛



集
中
力
を
高
め
て

集
中
力
を
高
め
て

一
回
一
回
の
公
演
に
か
け
る

一
回
一
回
の
公
演
に
か
け
る

石
井　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
多
忙
の
中
、
私
ど
も

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
新
春
対
談
の
企
画
に

ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
々
「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
」
の
こ
と
を

少
し
お
話
し
し
ま
す
と
、
生
命
保
険

会
社
の
枠
を
越
え
て
各
社
の
生
命
保

険
営
業
職
員
が
集
ま
り
、
広
く
社
会

に
貢
献
す
る
活
動
を
行
う
団
体
で
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
約
４
万
人
の
会

員
が
お
り
ま
す
。
生
命
保
険
の
営
業

の
方
は
女
性
も
多
い
で
す
の
で
、
大

地
さ
ん
の
フ
ァ
ン
の
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
今
回
の
企
画
は
読
者
の

方
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会
員
も
す

ご
く
楽
し
み
に
し
て
読
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
企
画
が
実
現
で

き
て
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

大
地　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
井　
２
０
２
０
年
は
、
い
わ
ゆ
る

「
コ
ロ
ナ
禍
」
が
発
生
し
、
生
活
様
式

や
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

我
々
の
業
界
も
お
客
様
と
な
か
な
か

お
会
い
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
の
で
す
が
、
舞
台
芸
術
の
世
界
も
、

や
は
り
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

大
地　
そ
う
で
す
ね
。
10
月
に
出
演

し
た
舞
台
『
お
か
し
な
二
人
』
で
は
、

毎
日
検
温
を
欠
か
さ
ず
、
定
期
的
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

お
稽
古
中
も
、
常
に
マ
ス
ク
を
し
て
、

演
出
家
や
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
の
席

は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
り
、
一
時

間
お
き
く
ら
い
に
換
気
を
し
て
、
お
芝

居
す
る
と
き
も
近
い
距
離
で
相
手
と

向
き
合
わ
な
い
よ
う
に
…
…
と
い
っ

た
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
・
共
演
者
一
同
、

安
全
を
考
慮
し
て
今
ま
で
に
な
い
気

の
使
い
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
し
た
差
し
入
れ
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
し
た
し
、
も
ち
ろ
ん
親
睦
会
や
打

ち
上
げ
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
ま
で
と
は
違
っ
て
、
当
た
り
前

だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
く

な
る
中
で
、
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
い
ち
い
ち
「
大
変
」

と
か
「
し
ん
ど
い
」
と
か
言
い
出
し

宝塚時代より、常に新しいスタイルを追求されている大地さんに、
ご自身を高める意志力の持ち方や舞台についてのお話をおうかがいしました。

～意志あるところに道はひらける～

新春対談
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Profile

大地 真央さん
MAO DAICHI

1956 年 2 月5日生まれ。
血液型：B 型、出身地：兵庫県。

宝塚歌劇団トップスターとして一時代を築
く。1985 年に退団後は女優として、舞
台を中心に「マイ・フェア・レディ」「ロー
マの休日」等数多くのヒロインを演じ続け、
ドラマ・映画・CM などでも幅広く活躍
中。2021 年 2 月には、主演舞台「ロー
ズのジレンマ」の上演が控えている。ま
た主演ドラマ「最高のオバハン 中島ハ
ルコ」が 2021 年 4 月10日より放送ス
タート。（東海テレビ /フジテレビ系列・
毎週土曜 23:40 ～）

＜受賞歴＞
菊田一夫演劇賞大賞 / 特別賞
名古屋演劇ペンクラブ賞
文化庁芸術祭賞大賞
松尾芸能賞演劇優秀賞
岩谷時子賞特別賞

た
ら
前
に
進
め
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で

い
か
に
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
を

目
指
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
考
え
方

を
シ
フ
ト
し
て
、
み
ん
な
で
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
親
睦
会
が
な
く
て
も
、

目
標
に
向
か
っ
て
心
を
一
つ
に
で
き

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

石
井　
大
地
さ
ん
は
、
そ
も
そ
も
コ

ロ
ナ
禍
と
は
関
係
な
く
、
舞
台
に
出

演
さ
れ
て
い
る
期
間
は
お
酒
は
飲
ま

れ
な
い
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
は
体
調

管
理
の
た
め
で
す
か
。

大
地　
は
い
。
お
酒
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
た
め
に
は
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
私

の
場
合
は
、
そ
の
作
品
、
そ
の
役
に
集

中
す
る
た
め
に
は
お
酒
を
や
め
た
方
が

調
子
が
良
い
と
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

　

や
は
り
大
変
な
こ
と
を
や
る
わ
け

で
す
か
ら
、
一
つ
自
分
に
願
掛
け
を

す
る
と
い
う
か
…
…
（
笑
）、
無
理
に

我
慢
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
節
制
で
す
よ
ね
。
舞
台
は
失

敗
し
て
も
や
り
直
し
が
き
き
ま
せ
ん

し
、
集
中
力
を
高
め
て
そ
の
一
回
一

回
の
公
演
に
懸
け
て
い
ま
す
。
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
自
身
が
体
も
心
も
健
康
で

い
な
い
と
駄
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
規
則
正
し
く
過
ご
す

こ
と
、
た
と
え
ば
、
何
時
に
お
風
呂

に
入
っ
て
、
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
、
何

時
に
起
き
て
、
う
が
い
し
て
、
何
時

に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、
少
し
ず
つ

ハ
ミ
ン
グ
で
声
を
起
こ
し
て
、
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
の
朝
食
を
食
べ
て
、
と
い
っ

た
よ
う
に
、
だ
い
た
い
ル
ー
テ
ィ
ン

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て

開
演
時
間
か
ら
逆
算
し
整
え
て
い
き

ま
す
。

石
井　
さ
す
が
強
い
志
が
お
あ
り
で

す
ね
。
野
球
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

大
地　
私
も
、
そ
の
記
事
を
何
か
で

読
ん
だ
の
か
聞
い
た
の
か
は
忘
れ
ま

し
た
が
、「
え
、
一
緒
！
」
と
思
っ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

石
井　
そ
う
い
う
風
に
意
志
が
強
く

な
い
と
、
長
年
舞
台
の
主
役
を
務
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

我
々
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
に
も
毎
年
テ
ー

マ
が
あ
り
ま
し
て
、
令
和
２
年
度
は
、

「W
illpow

er

～
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に

道
は
ひ
ら
け
る
～
」
と
し
て
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
こ
の
対
談
も
、
そ
う
い
っ

た
意
志
の
力
や
、
運
命
を
切
り
開
く

志
の
高
さ
な
ど
を
大
地
さ
ん
か
ら
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

自
分
な
り
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を

自
分
な
り
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を

追
求
し
た
宝
塚
時
代

追
求
し
た
宝
塚
時
代

石
井　
ま
ず
は
、
宝
塚
歌
劇
団
時
代

の
こ
と
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
、
宝
塚
へ
は
お
父
様
の
勧

め
で
？

大
地　

と
い
う
よ
り
、
私
が
「
芸
能

界
に
行
き
た
い
」
と
言
っ
た
ら
父
が

反
対
し
ま
し
て
、
反
対
は
し
た
も
の

の
、
ち
ょ
っ
と
可
哀
想
に
思
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
よ
ね
。
た
ま
た
ま
父
の
友

人
の
方
が
宝
塚
フ
ァ
ン
で
い
ら
し
て
、

「
宝
塚
は
規
律
が
厳
し
く
て
き
ち
ん
と

し
て
い
る
学
校
だ
か
ら
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
」
と
い
う
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
父
が
、「
芸

能
界
は
ダ
メ
だ
け
れ
ど
も
宝
塚
だ
っ

た
ら
受
験
し
て
み
る
か
？
」
と
。
で

す
か
ら
、
宝
塚
を
知
っ
て
い
て
父
が

勧
め
た
と
い
う
こ
と
と
は
ち
ょ
っ
と

違
う
ん
で
す
。

石
井　
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
創
業
者
、

小
林
一
三
さ
ん
の
遺
訓
で
あ
る
「
清

く
正
し
く
美
し
く
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー

が
有
名
で
す
ね
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
で
も
よ
く
宝
塚
音

楽
学
校
の
こ
と
が
特
集
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
私
も
、
き
ち
ん
と
し
た
教

育
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
な
と

い
う
認
識
は
あ
り
ま
し
た
。

大
地　
本
当
に
大
変
な
の
は
、
音
楽

学
校
の
最
初
の
１
年
間
だ
け
で
す
け

れ
ど
ね
。

石
井　
た
だ
、
大
地
さ
ん
に
は
当
時
、

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
お
あ
り
に

な
っ
て
、
み
ん
な
が
勉
強
し
て
い
る
と

き
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
ジ
ェ
ッ
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ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
い
て
叱
ら

れ
た
こ
と
も
あ
る
と
か
（
笑
）。

大
地　
そ
う
で
す
、
そ
う
で
す
（
笑
）。

２
年
目
の
と
き
で
す
ね
。「
は
ー
い
」

と
返
事
だ
け
し
て
教
室
を
ス
ッ
と
抜

け
出
し
て
…
…
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
中
に
音
楽

学
校
が
あ
っ
た
の
で
、
柵
を
越
え
れ

ば
す
ぐ
に
行
け
る
ん
で
す
よ
。
園
内

に
モ
ノ
レ
ー
ル
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

日
舞
教
室
の
真
横
を
通
る
の
で
、
先

生
が
向
こ
う
を
向
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
き
に
、
私
が
同
期
生
た
ち
に
向

か
っ
て
「
イ
エ
ー
イ
！
」
と
合
図
を

す
る
ん
で
す
。
先
生
が
気
づ
い
て
振

り
返
っ
た
と
き
に
は
、
も
う
私
は
通

り
過
ぎ
て
い
る
（
笑
）。
で
も
、
そ

の
と
き
１
回
だ
け
で
す
よ
。
そ
ん
な

に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
は
や
り
ま
せ
ん

（
笑
）。

石
井　
ご
著
書
『
私
ね
…
』（
マ
ガ
ジ

ン
ハ
ウ
ス
）
を
読
ん
で
、大
地
さ
ん
は
、

本
当
は
お
茶
目
な
方
な
ん
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。

大
地　
私
は
最
年
少
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
15
歳
で
入
っ
た
の
で
、
同
期
の

中
で
も
５
歳
違
い
の
人
が
い
ま
し
た
。

音
楽
学
校
に
入
学
す
る
チ
ャ
ン
ス
は

中
３
、
高
１
、
高
２
、
高
３
、
の
４

回
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
と
き
は

大
学
１
年
ま
で
で
、「
19
歳
組
」
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

石
井　
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
入
学
時
の
成
績
は
、
ま
だ
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
頭
角
を
現
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
か
っ
た
と
か
。

大
地　
49
人
中
42
番
で
し
た
（
笑
）。

石
井　
で
も
、
最
終
的
に
は
月
組
の

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
に
ま
で
上
り
詰
め
ら

れ
た
。
退
団
さ
れ
た
と
き
に
は
、
社

会
現
象
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
宝
塚
時
代
に
は
、
先
輩
の
マ

ネ
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ご
自
分
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
さ
れ
て
い

た
と
か
。

大
地　
そ
う
で
す
ね
。
マ
ネ
す
る
こ

と
を
避
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
発
声
法
や
演
技
法
な
ど
に

関
し
て
、
私
な
り
の
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
と
い
う
か
、
結
果
的
に
そ
う

な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
私
が
下
級

生
時
代
に
１
年
半
ほ
ど
タ
レ
ン
ト
活

動
を
し
た
こ
と
も
影
響
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

石
井　
19
歳
の
と
き

に
ア
イ
ド
ル
活
動
を

さ
れ
て
い
た
ん
で
す

よ
ね
。

大
地　
は
い
。

石
井　
「
ま
ぶ
し
い

ア
イ
ド
ル 

太
陽
の
19

歳
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
、『
悲

し
み
の
ア
イ
ド
ル
』

（
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
）

と
い
う
レ
コ
ー
ド
も

出
さ
れ
て
。

　
芸
能
界
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
さ
れ
な

が
ら
外
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

も
多
少
持
ち
込
む
こ

と
で
、
自
分
の
ク
オ

リ
テ
ィ
を
高
め
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
す
ね
。

大
地　
そ
う
で
す
ね
。
外
部
に
出
た

か
ら
こ
そ
、
外
か
ら
宝
塚
を
見
る
貴

重
な
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

当
時
は
、ま
だ
『
ベ
ル
ば
ら
ブ
ー
ム
』

の
前
で
、
宝
塚
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ

な
い
方
や
、
揶
揄
す
る
よ
う
な
言
い

方
を
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
、「
よ
ー
し
、
も
っ
と
知
名
度
も
上

げ
て
認
め
さ
せ
て
や
ろ
う
」
と
、
ま

だ
入
団
し
て
間
も
な
い
下
級
生
な
の

に
、
そ
う
思
い
ま
し
た
ね
。

　

そ
の
と
き
は
「
宝
塚
を
辞
め
て
う

ち
に
来
な
い
か
？
」
と
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
方
か
ら
も
お
誘
い
を
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
、
宝

塚
愛
が
強
く
芽
生
え
ま
し
た
。
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演
じ
る
人
物
の
人
生
を

演
じ
る
人
物
の
人
生
を

生
き
る
の
は
ど
こ
で
も
同
じ

生
き
る
の
は
ど
こ
で
も
同
じ

石
井　
退
団
さ
れ
た
と
き
に
は
20
代

後
半
で
し
た
ね
。

大
地　
29
歳
で
す
ね
。

石
井　

そ
れ
は
別
の
こ
と
を
考
え

て
？

大
地　
私
の
中
で
、
宝
塚
は
い
つ
か

は
卒
業
し
て
い
く
場
所
だ
と
思
っ
て

い
て
、
た
だ
そ
れ

は
「
自
分
が
納
得
し

た
と
き
に
」
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
入
団

以
来
の
夢
が
一
つ
ず

つ
全
部
叶
っ
た
ち
ょ

う
ど
そ
の
と
き
に
、

父
が
病
に
倒
れ
て

…
…
。
兵
庫
の
病
院

に
入
院
し
て
い
る
父

に
終
演
後
毎
日
会
い

に
行
っ
て
話
を
し
て

い
る
中
で
、「
そ
ろ

そ
ろ
退
団
し
よ
う
か

と
思
う
」
と
言
っ
た

ら
、
父
は
、「
自
分

で
人
生
を
決
め
な
さ

い
」
と
。

　

ト
ッ
プ
に
な
っ
た

姿
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
し
、
父

が
「
自
分
の
中
で
は

日
本
一
に
な
っ
た
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
気
持

ち
の
踏
ん
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
に
劇
団

は
何
度
も
何
度
も
引
き
留
め
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
が
、
30
歳
を
ゼ
ロ
と

し
て
、
ま
た
新
た
な
扉
を
開
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
退
団

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井　
宝
塚
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
い

う
地
位
を
捨
て
て
、
ま
た
未
知
の
場

所
で
も
う
一
度
自
分
を
磨
き
直
す
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

大
地　

で
も
、
舞
台
で
演
じ
る
…
…

演
じ
る
人
物
の
人
生
を
生
き
る
と
い

う
意
味
で
は
、
私
の
中
で
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
は

男
の
人
生
で
し
た
が
、
女
の
人
生
に

変
わ
っ
た
だ
け
で
。

石
井　
そ
れ
ま
で
は
男
役
で
、
今
度

は
女
性
に
代
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す

よ
ね
。
そ
の
辺
の
切
り
替
え
は
難
な

く
で
き
る
も
の
な
の
で
す
か
。

大
地　
難
な
く
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
退
団
し
て
か
ら
最
初
に
出
演

し
た
作
品
が
、『
プ
リ
ン
セ
ス
・
モ

リ
ー
』
と
い
う
、
実
在
の
女
性
を
モ

デ
ル
に
し
た
舞
台
だ
っ
た
ん
で
す
。

モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
は
、
あ
の
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
号
に
乗
っ
て
い
て
、
救

助
活
動
を
し
な
が
ら
、
自
分
で
ボ
ー

ト
を
漕
い
で
無
事
に
帰
っ
た
と
い
う

人
物
で
す
。

　

モ
リ
ー
は
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
た

く
ま
し
い
女
性
で
、
む
し
ろ
、
宝
塚

の
男
役
を
や
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

役
か
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら

す
ん
な
り
と
入
っ
て
い
け
ま
し
た
し
、

宝
塚
時
代
か
ら
の
フ
ァ
ン
で
劇
場
に

来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
も
、
急

に
女
ら
し
く
な
っ
て
、「
あ
れ
？　

真

央
ち
ゃ
ん
が
…
…
？
」
と
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
次
は
、
野
田
秀
樹
さ
ん
演
出

の
『
十
二
夜
』
と
い
う
、
兄
と
妹
と
、

妹
が
男
装
す
る
―
―
と
い
う
三
役
を

や
り
、
そ
の
年
の
秋
に
は
映
画
で
は

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
が
演
じ
た
『
王

子
と
踊
り
子
』
と
い
う
作
品
で
、
初
め

て
男
勝
り
で
は
な
い
、
女
性
ら
し
い

役
を
や
り
ま
し
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど

い
い
感
じ
で
自
分
の
中
で
は
変
わ
っ

て
い
け
ま
し
た
。

そ
の
一
度
の
舞
台
を

そ
の
一
度
の
舞
台
を

観
に
来
た
お
客
さ
ま
の
た
め
に

観
に
来
た
お
客
さ
ま
の
た
め
に

石
井　
大
地
さ
ん
と
い
え
ば
、
不
朽
の
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名
作
『
マ
イ
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
』
の
イ
ラ

イ
ザ
役
が
有
名
で
す
が
、
６
０
０
回

以
上
も
公
演
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
こ

れ
は
金
字
塔
と
言
っ
て
い
い
偉
業
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て
２

回
大
き
く
感
動
し
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
ま
さ
に
大
地
さ
ん
の
公

演
で
し
た
。
田
舎
者
の
青
年
が
、
初

め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
触
れ
、
そ
の

き
ら
び
や
か
で
美
し
い
も
の
に
圧

倒
さ
れ
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。

　

２
回
目
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
た
ま
た

ま
観
た
『
キ
ャ
ッ
ツ
』
で
す
。
サ
ラ
・

ブ
ラ
イ
ト
マ
ン
さ
ん
が
出
演
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
も
、
感

動
す
る
瞬
間
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
キ
ラ
キ
ラ
し
た
感
動

を
い
つ
も
観
客
に
与
え
て
い
る
大
地

さ
ん
は
、
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
舞
台
の
中
心
で
常
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
り
の

強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
日
々
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

大
地　
そ
う
で
す
ね
。
生
身
の
人
間

で
す
か
ら
、
少
し
体
の
調
子
が
悪
い

と
き
や
、
ち
ょ
っ
と
平
常
心
で
い
ら

れ
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
お
客
様
は
そ
の
日
そ
の
時

の
１
回
を
、
お
金
と
時
間
を
使
っ
て

観
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
こ
で
い
か
に
自
分
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

石
井　

我
々
の
仕
事
も
同
じ
で
す
。

仲
間
の
中
に
は
、
１
０
０
０
人
、

２
０
０
０
人
の
お
客
様
を
持
っ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

営
業
側
か
ら
見
る
と
、
目
の
前
の

お
客
様
は
１
０
０
０
分
の
１
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
客
様
か
ら
見
る

と
、
そ
れ
は
１
分
の
１
な
ん
で
す
よ

ね
。

　

で
す
か
ら
、
一
期
一
会
の
精
神
で
、

お
一
人
お
一
人
の
お
客
様
の
期
待
を

受
け
止
め
、
き
ち
ん
と
応
え
て
い
く

こ
と
が
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
、
フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
こ
そ
我
々
は
長
く
ビ
ジ
ネ
ス
が
で

き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
フ
ァ
ン
を
大
事
に
さ
れ
る

大
地
さ
ん
の
お
考
え
に
は
深
く
共
感

い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
地
さ
ん
が
ご
出
演

さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｍ
を
拝
見
す
る
と
、

と
て
も
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
作
品
が
多

く
て
、
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
（
笑
）。
ご
自
分
で
も
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う

ね
。

大
地　
仕
事
と
い
う
の
は
、
ど
れ
だ

け
楽
し
む
気
持
ち
を
持
っ
て
や
れ
る

か
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
、

そ
れ
以
上
に
、
お
客
様
に
ど
う
い
う

風
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
常

に
考
え
て
い
ま
す
ね
。

石
井　
大
地
さ
ん
は
、
昔
生
命
保
険

の
Ｃ
Ｍ
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

大
地　
は
い
。
某
社
の
Ｃ
Ｍ
を
宝
塚

時
代
か
ら
、
辞
め
た
後
も
少
し
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。

石
井　
保
険
、
特
に
生
命
保
険
と
か

は
イ
メ
ー
ジ
と
か
お
あ
り
で
す
か

大
地　
会
社
で
入
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

石
井　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
保

険
は
転
ば
ぬ
先
の
杖
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

元
気
な
と
き
に
は
あ
ま
り
必
要
性

を
感
じ
な
い
け
れ
ど
も
、
病
気
に
な

る
な
ど
し
て
、
実
際
に
必
要
性
を
感

じ
た
と
き
に
は
入
れ
な
い
。

　

あ
る
意
味
、「
晴
れ
の
日
に
傘
を
売
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る
」
よ
う
な
仕
事
で
す
が
、
で
も
そ

こ
で
晴
れ
の
日
に
リ
ス
ク
を
き
ち
ん

と
説
明
し
、
納
得
い
た
だ
い
て
買
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
つ
の
信
頼
の

証
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
信
頼
が
生
ま
れ
る
背

後
に
は
、
あ
る
種
、
感
動
の
よ
う
な

も
の
が
な
い
と
、
信
頼
に
は
つ
な
が
っ

て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
大
地
さ
ん
が

売
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
も
信
頼

で
あ
り
、
感
動
だ
と
思
い
ま
す
。
大

地
さ
ん
が
出
演
さ
れ
る
作
品
だ
か
ら

こ
そ
観
た
い
と
い
う
方
も
多
い
わ
け

で
す
か
ら
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
々
は
今
、
会
議
も
全

部
バ
ー
チ
ャ
ル
な
ん
で
す
よ
。
リ
ア
ル

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
会
っ
て
話
し

た
り
す
る
と
目
線
が
合
っ
て
、
頷
き

が
あ
っ
て
、
人
と
な
り
が
伝
わ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
実
感
が
わ
か
な
い
と

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

演
劇
の
世
界
も
バ
ー
チ
ャ
ル
と
い

い
ま
す
か
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
も
見
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
や
は
り
ラ
イ

ブ
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
だ
な
と
思
う
こ

と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

大
地　
劇
場
に
時
間
と
お
金
を
か
け

て
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
そ
の
時

し
か
な
い
そ
の
空
間
と
時
間
を
共
有

す
る
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

私
た
ち
も
、
い
か
に
お
客
様
に
そ
の

感
動
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
か
と

い
う
こ
と
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
拍
手
で
あ
っ
た
り
、
笑
顔
で
あ
っ

た
り
、
お
客
様
か
ら
感
動
を
い
た
だ

け
る
の
が
舞
台
役
者
の
醍
醐
味
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

ド
ラ
マ
な
ど
映
像
は
、
編
集
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
ま
た
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
ね
。

　

そ
れ
は
そ
れ
で
自
分
が
思
っ
て
い

た
以
上
の
表
現
が
さ
れ
て
い
た
り
と

い
っ
た
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

毎
日
そ
の
日
の
公
演
の
録
音
を

毎
日
そ
の
日
の
公
演
の
録
音
を

聴
き
直
し
て
振
り
返
る

聴
き
直
し
て
振
り
返
る

石
井　
大
地
さ
ん
は
ご
著
書
の
中
で
、

「
毎
日
が
新
し
い
自
分
！
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
毎
日
生
ま
れ
直
し
た

つ
も
り
の
新
鮮
な
気
持
ち
で
日
々
の

仕
事
に
向
か
い
、
昨
日
よ
り
も
成
長

し
て
い
く
―
―
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。

大
地　
そ
う
で
す
ね
。
舞
台
に
し
て

も
、
た
だ
「
今
日
の
公
演
は
終
わ
っ

た
」
で
終
わ
ら
ず
、「
今
日
の
反
省

を
明
日
に
生
か
そ
う
」
と
い
う
気
持
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『プレゼント』編集部 宛
E-mail：info@jaifa.or.jp

大地 真央さんのサイン色紙を 
10名様にプレゼント！
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ち
で
、
歌
の
部
分
を
毎
日
録
音
し
て

も
ら
っ
て
、「
こ
こ
は
も
う
ち
ょ
っ

と
こ
う
い
う
風
に
し
て
み
よ
う
」
と

か
、
そ
の
日
の
自
分
を
振
り
返
っ
て

い
ま
す
。

　

や
は
り
後
で
録
音
を
聴
く
と
、

「
あ
っ
」
と
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
は
ず
っ
と
続
け
て
い
ま

す
。

　

本
当
は
お
芝
居
の
全
部
を
や
り
た
い

く
ら
い
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
や
っ
て

い
る
と
時
間
が
な
い
の
で
…
…
（
笑
）。

石
井　
や
は
り
、
厳
し
い
芸
能
界
で

ト
ッ
プ
を
続
け
ら
れ
る
方
は
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
違
い
ま
す
ね
。

　

大
地
さ
ん
は
、
私
に
と
っ
て
も
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
な
の
で
す
が
、
日
本
に
と
っ

て
も
大
き
な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
実
力
と
地
位
を
築
き
上
げ
、
今

な
お
、
ず
っ
と
維
持
、
成
長
さ
れ
続

け
て
い
る
裏
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
、
意
志
の
強
さ
や
志
の
高

さ
、
日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
準
備

が
あ
る
こ
と
を
今
回
の
お
話
で
教
え

ら
れ
た
思
い
で
す
。

　

対
談
の
時
間
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ

り
に
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
来
春

に
主
演
舞
台
の
ご
予
定
が
あ
り
ま

す
ね
。

大
地　

は
い
。
２
月
に
ニ
ー
ル
・
サ

イ
モ
ン
作
の
『
ロ
ー
ズ
の
ジ
レ
ン
マ
』

と
い
う
舞
台
が
あ
り
ま
す
。

石
井　
「
お
か
し
く
て
、
ち
ょ
っ
と
切

な
い
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
メ
デ
ィ
」
だ
と

う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
公
演

さ
れ
る
の
で
す
か
。

大
地　
東
京
は
「
シ
ア
タ
ー
ク
リ
エ
」、

そ
の
後
に
大
阪
と
愛
知
に
も
行
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
井　
今
回
は
夢
の
よ
う
な
時
間
で

し
た
。
終
わ
る
の
が
す
ご
く
残
念
な

ほ
ど
で
す
。

大
地　
ぜ
ひ
、
ま
た
何
か
で
お
目
に

か
か
る
機
会
が
あ
れ
ば
…
…
。

石
井　
ま
た
ス
テ
ー
ジ
を
観
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

握
手
も
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
ね

（
笑
）。

大
地　
本
当
に
。
少
し
で
も
早
く
日

常
に
戻
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
今
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「ローズのジレンマ」
2021年2月6日（土）～2月25日（木）　東京・シアタークリエ
2021年2月27日（土）～3月1日（月）　大阪・新歌舞伎座
2021年3月3日（水）　愛知・刈谷市総合文化センターアイリス

出演：大地真央
神田沙也加・村井良大/別所哲也

一般前売り開始日　東京：12月27日 大阪：1月5日 愛知：1月16日
チケット予約：
東宝ナビザーブ
https://stage.
toho-navi.com/

公演HP：
https://www.
tohostage.com/
rose/index.html
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代表取締役社長　木村 博紀
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
本年も「まごころの奉仕」という経営の基本理念のもと、社会に貢献し、
お客様から信頼され、選ばれ続ける会社を目指してまいります。
皆様の益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

朝日生命保険相互会社朝日生命保険相互会社

代表取締役社長　古出 眞敏
謹んで新年のお慶びを申しあげます。
激しい変化のなかにおいても、当社は信頼され続ける会社であると
ともに、「生きる」を創るリーディングカンパニーへの飛躍を目指して
まいります。
皆様の益々のご活躍を心よりお祈り申しあげます。

アフラック生命保険株式会社アフラック生命保険株式会社

新型コロナウイルス感染症により影響を受けられた皆様には、
心よりお見舞い申し上げます。

一日も早いご快復と感染の終息を心より願い、
謹んで新春のご挨拶を申し上げます。

令和三年

掲載保険会社は 50 音順とさせていただいております。（敬称略）掲載保険会社は 50 音順とさせていただいております。（敬称略）

代表取締役社長兼 CEO　安渕 聖司
謹んで新年のお慶びを申しあげます。
弊社は「すべての人々のより良い未来のために。私たちはみなさんの
大切なものを守ります」というパーパスのもと、お客さま、そして社会
から信頼される「パートナー」を目指してまいります。
皆さまの益々のご活躍をお祈り申しあげます。

新年のご挨拶

アクサ生命保険株式会社アクサ生命保険株式会社

各社社長より各社社長より
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代表取締役社長　萩本 友男
謹んで新年のお慶びを申し上げます。   
弊社は、日本中のお客さまを一生涯お守りするために、リモート
コンサルティングを推進するとともに、ソニーグループとの連携を
強め、お客さまに更なる「安心」をお届けしてまいります。 
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

ソニー生命保険株式会社ソニー生命保険株式会社

取締役社長　大場 康弘
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、健康応援企業への変革を目指し、毎日の健康をサポートする
新たな価値、Insurhealth®（インシュアヘルス）を提供してまいります。
本年も、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社

取締役  代表執行役社長　橋本 雅博
謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
弊社は、引き続き、「あなたの未来を強くする」というブランドメッセージ
のもと、お客さまのニーズにしっかりとお応えし、最適な保障やサービス
を提供することで、万全の安心をお届けできるよう努めてまいります。
皆様の益々のご活躍を祈念申し上げます。

住友生命保険相互会社住友生命保険相互会社

代表取締役社長兼 CEO　添田 毅司
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
“ 保険に愛という本質を ” 吹き込み、最適な保障と最良のサービスを
提供することを目指して参ります。
厳しい環境が続きますが、会員の皆様がご活躍をされますことを
ご祈念申し上げます。

ジブラルタ生命保険株式会社ジブラルタ生命保険株式会社
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代表取締役社長　稲垣 精二
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
新型コロナウイルスの影響やデジタル技術の進展により多くの変化が
求められるなか、当社は「一生涯のパートナー」として絶えず変革に挑戦し、

「いちばん、人を考える」 行動でお客さまや地域社会の QOL 向上へ
貢献して参ります。皆さまの益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

第一生命保険株式会社第一生命保険株式会社

代表取締役社長　工藤 稔
謹んで新春のお慶びを申しあげます。
本年も、中小企業の皆さまをお守りするため、法人・個人一体での
保障の推進とともに、事業継続を幅広くサポートする付加価値サービス
など、トータルな安心の提供に取り組んでまいります。
皆さまの益々のご活躍をお祈り申しあげます。

大同生命保険株式会社大同生命保険株式会社

代表取締役社長　副島 直樹
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
世の中やお客様のニーズは常に変わりますが、太陽生命は時代の変化
を追いかけるのではなく、時代を先取りし、常に新しいことに挑戦して
まいります。
皆様の益々のご活躍をお祈り申し上げます。

太陽生命保険株式会社太陽生命保険株式会社

代表取締役社長　吉村 俊哉
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
今年度も “ 大樹 ” のように、大地にしっかりと根を張り、晴れの日も
雨の日もお客さまを守り、よりそい、そして多くの人が集まってくる保険会社
を目指します。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

大樹生命保険株式会社大樹生命保険株式会社
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代表取締役社長兼 CEO　濱田 元房
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
当社は「愛をお預かりする、愛をお届けする。」というコーポレート
メッセージを掲げ、ライフプランナーを通じてお一人おひとりに合った
生命保険を提供することでお客さまの信頼に応えてまいります。皆さま
の益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

プルデンシャル生命保険株式会社プルデンシャル生命保険株式会社

代表取締役社長　米山 好映
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、2023年の創業100周年に向けて「THE MUTUAL」
というコンセプトのもと、次代の “ 相互扶助 ” を発信し、皆さまに共感
していただける会社となることを目指してまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

富国生命保険相互会社富国生命保険相互会社

代表取締役社長　清水 博
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
当社は、人生１００年時代をリードする日本生命グループとして、「成長し
続ける事業基盤を作り、ゆるぎないマーケットリーダーに成る」ことを目標に、

「新型コロナウイルス感染症」が流行する中においても、お客様本位の
業務運営を徹底して参ります。皆様の益々のご活躍を祈念申し上げます。

日本生命保険相互会社日本生命保険相互会社

取締役社長　中里 克己
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、創業時に掲げた「お客様本位の生命保険事業」の想いを
忘れることなく、魅力的な商品・サービスを提供すべく、より一層尽力
してまいります。
皆様の益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

東京海上日動あんしん生命保険株式会社東京海上日動あんしん生命保険株式会社
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取締役代表執行役社長兼 CEO　ブノワ・メスレ
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
マニュライフ生命は、お客さまの良きパートナーとして、心身ともに健康
で豊かな生き方を実現するためのお手伝いをいたします。
年頭に際し、皆さまのご健勝と益々のご発展を祈念いたします。

マニマニュュライライフ生命保険株式会社フ生命保険株式会社

取締役 代表執行役社長　根岸 秋男
謹んで新年のお慶びを申しあげます。
お客さまに「確かな安心を、いつまでも」お届けすること。当社は
この使命のもと、お客さま・地域社会・働く仲間との絆を大切に、
「人に一番やさしい生命保険会社」をめざしてまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申しあげます。

明治安田生命保険相互会社明治安田生命保険相互会社

代表執行役 会長 社長 最高経営責任者　ディルク・オステイン
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
メットライフ生命は、常に変化し続ける社会において、よりたしかな
未来への礎を築くため、お客さま、社員、株主、そして地域社会と共に
歩んでまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

メットライフ生命保険株式会社メットライフ生命保険株式会社

代表取締役社長　丹保 人重
謹んで新年のお慶びを申し上げます。
弊社は、お客さま第一を原点に「社会との共通価値の創造（ＣＳＶ）」
に取り組み、社会課題の解決に貢献する商品・サービスの提供を
目指してまいります。
皆さまの益々のご活躍を心より祈念申し上げます。

三井住友海上あいおい生命保険株式会社三井住友海上あいおい生命保険株式会社
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/
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僕
が
小
学
二
年
生
の
と
き
、
母
が
病
気
に
な
っ
た
。
病
名
は
ガ

ン
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ
の
中
だ
け
の
世
界
に
あ
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
の
が
、急
に
現
実
の
世
界
で
、し
か
も
自
分
に
と
っ

て
一
番
大
事
な
母
が
そ
の
病
気
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
当
時
小
学
生
の
僕
は
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

母
の
病
気
を
知
っ
た
の
は
秋
の
夜
中
。
な
ん
と
な
く
胸
騒
ぎ
が

し
て
目
が
覚
め
、
下
に
降
り
て
い
く
と
リ
ビ
ン
グ
に
灯
り
が
つ
い

て
い
た
。
そ
こ
で
は
母
と
兄
が
話
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
ド
ア

を
開
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
兄
が
、

「
お
母
さ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
う
の
？
」

と
言
っ
た
。
僕
は
心
臓
が
飛
び
出
し
そ
う
に
な
っ
た
。
僕
の
お
母

さ
ん
が
死
ぬ
な
ん
て
、
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
頭
が
真
っ
白
に

な
っ
た
。
廊
下
で
立
っ
て
い
る
と
、
足
が
ガ
ク
ガ
ク
震
え
た
が
、

耳
を
そ
ば
だ
て
て
必
死
に
話
を
聞
い
た
。
母
は
手
術
が
必
要
で
あ

り
、
治
療
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
ま
で
話
を
聞
く
と
怖
く
な
り
、
部
屋
に
も
ど
っ
た
が
、
涙
が

止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
。

　

兄
が
と
な
り
の
布
団
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
思
い
切
っ
て
聞
い

て
み
た
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
が
死
ぬ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
僕
た

ち
ど
う
な
る
の
？
」

兄
は
母
が
病
気
で
あ
る
こ
と
を
僕
が
知
っ
て
い
て
驚
い
て
い
た

が
、
横
で
寝
て
い
る
幼
稚
園
児
の
妹
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
小
さ

な
声
で
教
え
て
く
れ
た
。

「
お
母
さ
ん
は
ガ
ン
で
、
手
術
が
必
要
み
た
い
。
で
も
治
療
し
て

い
け
ば
治
る
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
。
お
母
さ
ん
が
ガ
ン
だ
と
知
っ

て
僕
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
し
、こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
心
配
だ
よ
。

う
ち
は
母
子
家
庭
だ
か
ら
、
治
療
費
の
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
長

男
の
僕
が
早
く
働
い
て
、お
母
さ
ん
を
助
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

哲
平
は
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
。
き
っ
と
医
療
技
術
も
進
歩
し
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
。
ま
た
明
日
二
人
で
詳
し
く
聞
い
て
み
よ

う
。」

生
命
保
険
の
大
切
さ
を
知
っ
た
日

高
知
県 

高
知
中
学
校　

一
学
年　

本ほ
ん
だ田　

哲て
っ
ぺ
い平

文
部
科
学
大
臣
賞
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新刊のご案内

 ｢医療保障ガイド｣改訂版ができました！
「医療保障ガイド」は、病気やケガで
入院や手術をした場合の医療費の自
己負担の仕組みや、生命保険会社が
取り扱う医療関係の生命保険商品の
内容などを、図表や具体例を用いて
わかりやすく解説しています。
今回の改訂では、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴い、給付金・保険
金支払いについて生命保険会社が講
じた特別措置をまとめました。また、
入院日数が短期化する傾向や最近の
治療内容・診療報酬点数をもとに、事
例を最新化しました。
B5 判・52ページ（オールカラー）1部 200 円（税込価格・送料別）
お申込は（公財）生命保険文化センターホームページ
（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからはQR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回

兄
の
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
少
し
は
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
。

　

翌
日
、
兄
と
二
人
で
、
母
に
病
気
の
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
こ
と

を
聞
い
て
み
た
。

「
心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね
。
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
み
た
い
ね
。
お

母
さ
ん
が
ガ
ン
で
手
術
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
は
本
当
。

で
も
大
丈
夫
よ
。
し
っ
か
り
治
療
し
て
い
く
か
ら
。
お
兄
ち
ゃ
ん

は
金
銭
面
の
こ
と
で
心
配
を
し
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
若
い
と

き
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
る

の
。
そ
れ
に
し
て
も
生
命
保
険
っ
て
仕
組
み
が
す
ご
い
の
よ
。
若

い
と
き
は
リ
ス
ク
が
少
な
い
か
ら
掛
金
も
安
か
っ
た
し
、
そ
れ
な

の
に
保
障
は
し
っ
か
り
し
て
る
。
今
回
だ
っ
て
、
手
術
す
る
と
き

は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
そ
の
期
間
の
生
活
費

も
保
障
し
て
く
れ
る
の
も
あ
る
か
ら
す
ご
い
よ
ね
。
た
だ
そ
の
期

間
、
家
の
こ
と
と
か
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
い
い
？
」

と
、優
し
い
声
で
僕
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
言
葉
を
選
び
な
が
ら
、

静
か
に
話
し
て
く
れ
た
。
僕
た
ち
は
そ
の
と
き
、
心
の
ど
こ
か
で

不
安
で
あ
る
が
、
母
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
り
が

た
い
と
思
っ
た
。

　

僕
は
こ
れ
ま
で
生
命
保
険
が
一
体
ど
う
い
っ
た
も
の
で
、
ど
ん

な
と
き
に
役
に
立
つ
の
か
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
今
回
母
が
病
気

に
な
っ
た
こ
と
で
、
兄
と
二
人
で
生
命
保
険
と
は
ど
ん
な
も
の
な

の
か
を
、
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

生
命
保
険
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
。
僕
の
母
が
入
っ
て

い
る
生
命
保
険
は
、病
気
で
入
院
や
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

保
障
し
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
通
院
に
か
か
る

費
用
も
保
障
し
て
く
れ
る
も
の
や
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
生

活
費
を
保
障
し
て
く
れ
る
も
の
な
ど
も
あ
る
。

　

病
気
に
な
る
と
、
ま
ず
「
身
体
が
治
る
の
か
。」
と
一
番
不
安

に
感
じ
る
が
、
そ
の
次
に
は
手
術
代
や
治
療
費
の
こ
と
が
頭
に
浮

か
ぶ
。
僕
の
家
は
母
子
家
庭
で
あ
り
、
母
は
自
分
の
こ
と
よ
り
僕

た
ち
の
こ
と
を
優
先
し
て
く
れ
る
。
一
人
で
家
計
を
や
り
く
り
し

な
が
ら
、
僕
た
ち
三
人
の
子
ど
も
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
。
そ
ん

な
母
は
、
も
し
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
自
分
の
こ
と

は
後
回
し
に
し
て
、
手
術
を
受
け
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
思
う
と
、
と
て
も
怖
い
。
し
か
し
手
術
を
受
け
よ
う
か
悩
ん
で

い
る
母
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
生
命
保
険
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
母
は
手
術
を
受
け
、
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
元
気
に
な
る
ま
で
時
間
は
か
か
っ
た
が
、
今
で
も
以
前
と
変

わ
り
な
く
、
僕
た
ち
三
人
の
た
め
に
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
く
れ

て
い
る
。
母
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
何
気
な
い
毎
日
の
幸
せ
が
、
こ

れ
か
ら
先
も
続
い
て
欲
し
い
。

　

病
気
に
か
か
ら
な
い
の
が
一
番
で
あ
る
が
、
人
生
何
が
お
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。万
が
一
の
た
め
に
や
は
り
備
え
が
必
要
で
あ
る
。

　

生
命
保
険
と
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
僕
の
家

族
の
幸
せ
の
絆
を
繋
い
で
く
れ
た
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
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図表１■ 人工的に作られた宝石
種類 特徴

合成宝石 
（人工宝石） 自然界に存在する天然宝石を人工的に作ったもの

人造宝石 
（イミテーション） 本物と似ている鉱石を代用品として用いたもの

模造宝石 樹脂、ガラス、アクリルなどを加工して宝石的価値
を持たせたもの

16

り
ま
す
が
、
宝
石
と
し
て
一
般
的
に
利
用
さ
れ

て
い
る
の
は
わ
ず
か
20
種
程
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
な
か
で
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ル
ビ
ー
、
サ

フ
ァ
イ
ア
、
エ
メ
ラ
ル
ド
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ

イ
ト
は
５
大
宝
石
と
呼
ば
れ
、
今
も
な
お
多
く

の
人
々
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
秘
的
な
美
し
さ
を
た
た
え
る
宝
石
は
古
く

よ
り
お
守
り
や
魔
除
け
、
さ
ら
に
は
富
や
権
力

の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

魅
力
を
人
工
的
に
作
り
出
そ
う
と
い
う
試
み
も

有
史
以
前
か
ら
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在「
人

工
的
に
作
ら
れ
た
宝
石
」

と
い
う
と
、
大
き
く
３

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
図
表
１
）

「
合
成
宝
石
（
人
工

宝
石
）」「
人
造
宝
石
」

「
模
造
宝
石
」
の
う
ち
、

最
も
歴
史
が
古
い
の
が

人
造
宝
石
。
紀
元
前
の

エ
ジ
プ
ト
で
は
陶
器
の

欠
片
を
磨
い
て
ト
ル
コ

宝
石
の
輝
き
は
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
石
の
輝
き
は
　
　
　
　
　
　
　
　

錬
金
術
師
が
描
い
た
夢

錬
金
術
師
が
描
い
た
夢

ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で

美
し
い
輝
き
を
放
つ
「
宝
石
」。
宝
石
と
は
、

美
し
さ
・
耐
久
性
・
希
少
性
を
備
え
た
装
飾
用

と
し
て
の
価
値
が
高
い
鉱
物
の
総
称
。
現
在
知

ら
れ
て
い
る
鉱
物
は
約
５
０
０
０
種
に
も
の
ぼ

石
の
人
造
宝
石
が
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

模
造
品
作
り
の
技
術
は
時
代
を
経
て
進
歩
し
て

い
き
ま
す
が
、
や
が
て
模
造
品
で
は
な
く
天
然

宝
石
と
全
く
同
じ
も
の
を
人
間
の
手
で
正
確
に

再
現
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま
り
ま
す
。

初
め
て
合
成
宝
石
の
合
成
に
挑
戦
し
た
の

は
、
卑
金
属
を
貴
金
属
に
変
え
て
不
老
長
寿
の

薬
や
万
能
薬
を
作
ろ
う
と
し
た
中
世
の
錬
金
術

師
た
ち
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
化
学
は
現

代
か
ら
す
れ
ば
呪
術
の
よ
う
な
も
の
が
多
く
、

満
足
の
い
く
結
果
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
錬
金
術
師
た
ち
の
試
行
錯

誤
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
化
学
的
知
識
は
呪
術

を
近
代
科
学
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
が
実
っ
た
の
が
19
世

紀
。
１
８
７
７
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者
・
フ

レ
ミ
ー
ら
が
、
宝
石
と
し
て
カ
ッ
ト
で
き
る
ほ

ど
高
品
質
な
ル
ビ
ー
の
合
成
に
成
功
し
た
の
で

す
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
合
成
の
手
法
は
天

然
宝
石
よ
り
も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
も

の
だ
っ
た
た
め
、
商
業
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
フ
レ
ミ
ー
の

研
究
を
引
き
継
い
だ
弟
子
の
ベ
ル
ヌ
ー
イ
が

4

私たちの身の回りに潜む科学を探る「身近なサイエンス」。
前回はインクを使わない印刷技術をご紹介しましたが、

今回ご紹介するのは合成宝石。
天然と同じ神秘的かつ優雅な煌めきを放つ合成宝石は、
連綿と受け継がれてきた科学への探求心の賜物です。

合成宝石



種類 年 発表者
ルビー 1877 年 エドモンド・フレミー（フランス）

エメラルド 1935 年 キャロル・チャザム（アメリカ）
ダイヤモンド 1955 年 ゼネラル・エレクトリック社（アメリカ）

オパール 1972 年 ギルソン社（フランス）
アレキサンドライト 1973 年 クリエイティブ・クリスタル社（アメリカ）

図表２■ 宝飾品レベルのおもな合成宝石の発表・流通年
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１
９
０
２
年
に
新
た
な

合
成
法
を
考
案
し
た
こ

と
で
、
商
業
・
工
業
レ

ベ
ル
で
の
ル
ビ
ー
生
産

が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

の
で
す
。

現
在
、
商
業
的
に
価

値
の
あ
る
宝
石
は
す
べ

て
合
成
に
成
功
し
て
い

ま
す
。（
図
表
２
）

合
成
宝
石
と
天
然
宝

石
は
物
質
と
し
て
は
全

く
同
じ
な
の
で
、
人
間

の
目
で
の
判
別
は
困
難
。
合
成
宝
石
は
不
純
物

が
な
く
て
„
き
れ
い
す
ぎ
る
＂
こ
と
や
結
晶
の

成
長
模
様
な
ど
を
特
殊
な
機
械
を
使
っ
て
見
極

め
る
そ
う
で
す
。

宝
石
の
力
が
　
　
　
　
　
　
　

宝
石
の
力
が
　
　
　
　
　
　
　

我
々
の
生
活
を
支
え
る

我
々
の
生
活
を
支
え
る

宝
飾
品
で
あ
る
天
然
宝
石
の
再
現
を
目
的
に

研
究
が
進
め
ら
れ
た
合
成
宝
石
で
す
が
、
今
で

は
合
成
宝
石
は
宝
飾
品
以
外
の
様
々
な
分
野
に

応
用
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
特
性
と
い
え

ば
あ
ら
ゆ
る
物
質
の
中
で
最
も
硬
い
こ
と
。
粒

状
の
合
成
ダ
イ
ヤ
を
埋
め
込
ん
だ
カ
ッ
タ
ー
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
軽
々
と
切

断
す
る
た
め
、切
削
加
工
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
刃
を
付
け
た
メ
ス

は
金
属
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
シ
ャ
ー

プ
な
切
れ
味
を
持
ち
、
縫
わ
な
く
て
も
傷
口
が

き
れ
い
に
く
っ
つ
く
た
め
縫
合
が
難
し
い
眼
科

手
術
で
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
次
ぐ
硬
さ
を
誇
る

ル
ビ
ー
や
サ
フ
ァ
イ
ア
は
、
摩
耗
や
ひ
っ
か
き

傷
に
強
い
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
て
、
機
械
式

時
計
の
軸
受
や
腕
時
計
の
文
字
盤
の
窓
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
シ
ミ
や
ほ
く
ろ
消
し
に

使
わ
れ
る
美
容
レ
ー
ザ
ー
の
部
品
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

基
盤
な
ど
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
で
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
つ
つ
あ
る
　
　
　
　
　
　
　

合
成
宝
石
の
価
値
観

合
成
宝
石
の
価
値
観

天
然
宝
石
と
合
成
宝
石
は
物
理
特
性
も
化
学

特
性
も
全
く
同
じ
で
す
。唯
一
差
が
あ
る
の
が
、

宝
石
の
定
義
に
関
わ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
希

少
性
。
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
な
ど
自
然
産
出

量
が
少
な
い
宝
石
に
は
合
成
で
も
価
値
が
つ
く

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
合
成
宝
石
は

宝
飾
品
と
し
て
は
天
然
よ
り
も
価
値
が
下
が
り

ま
す
。
し
か
し
、
昨
今
は
そ
ん
な
状
況
に
も
変

化
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
天
然
宝
石
の
採
掘
に

は
紛
争
、
環
境
破
壊
、
児
童
労
働
な
ど
解
決
す

べ
き
問
題
も
数
多
く
潜
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

持
続
可
能
性
や
倫
理
的
で
あ
る
こ
と
が
叫
ば
れ

る
昨
今
、
あ
え
て
合
成
の
宝
石
を
選
ぶ
こ
と
で

こ
う
い
っ
た
問
題
に
声
を
上
げ
る
企
業
や
人
が

増
え
始
め
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
天
然
宝
石
で
は
実
現
で
き
な
い
合
成

宝
石
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
宝
石
に
付
加
価
値
を

付
け
た
機
能
性
宝
石
の
研
究
に
も
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
類
が
天
然
と
同
等
の
宝
石

を
自
在
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
目
指
す

は
そ
の
先
に
あ
る
「
人
工
だ
か
ら
こ
そ
作
れ
る

宝
石
」。
宝
石
の
楽
し
み
方
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
自
由
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

★次回２、３月号掲載となります。



青
色
申
告
特
別
控
除
は

原
則
55
万
円
に

　

新
年
に
な
る
と
、
税
の
世
界
で
は
ま
も

な
く
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
。

　

所
得
税
の
申
告
は
２
月
16
日
か
ら
始

AB

ま
っ
て
３
月
15
日
が
締
切
り
で
し
た
ね
。

　

今
年
の
―
―
２
０
２
０
年
分
の
所
得
税

の
―
―
確
定
申
告
は
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
扱
い
に
な
っ
た
点
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
だ
よ
。

　

何
が
変
わ
っ
た
の
で
す
か
？

　

い
く
つ
か
あ
る
け
れ
ど
、
も
っ
と
も
注

意
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
65
万
円
の
青
色

申
告
特
別
控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
が
変

わ
っ
た
こ
と
な
ん
だ
。

　

青
色
申
告
特
別
控

除
っ
て
な
ん
で
し
た
っ

け
？

　

自
営
業
者
な
ど
が

青
色
申
告
を
す
る
場
合
、

税
金
の
計
算
上
、
所
得

金
額
か
ら
控
除
で
き
る

も
の
だ
よ
。
従
来
、
控

除
で
き
る
金
額
は
最
大

65
万
円
だ
っ
た
。
複
式

簿
記
に
よ
り
帳
簿
付
け

を
し
て
貸
借
対
照
表
な

ABABA

ど
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
件
に
最
大
65
万
円

を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
結
果
と
し
て

税
額
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

だ
。
こ
の
65
万
円
が
２
０
２
０
年
分
の
所
得

税
か
ら
55
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
ん

だ
。

　

そ
の
分
、
増
税
と
い
う
わ
け
で
す
か
？

　

そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
ん
だ
。

２
０
２
０
年
４
月
号
で
も
説
明
し
た
と
お

り
、
２
０
２
０
年
分
の
所
得
税
か
ら
、
基
礎

控
除
が
従
来
の
38
万
円
か
ら
最
高
48
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
青
色
申
告

特
別
控
除
が
10
万
円
減
っ
た
の
で
、
差
し

引
き
で
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
。
所
得
が

２
４
０
０
万
円
超
の
場
合
は
、
基
礎
控
除
は

48
万
円
よ
り
少
な
く
な
る
が
、
２
４
０
０
万

円
以
下
の
人
で
あ
れ
ば
、
増
税
に
も
減
税
に

も
な
っ
て
い
な
い
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
青
色
申
告

特
別
控
除
が
55
万
円
に
減
っ
て
も
仕
方
な
い

で
す
ね
。

　

そ
う
で
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
じ
つ
は

BABA

69

電子申告で控除額
10 万円アップ

図表■ 65 万円の青色申告特別控除を受けるための要件
2019 年分の確定申告まで 2020 年分の確定申告から

①正規の簿記の原則で記帳（複式簿記）
②申告書に貸借対照表と損益計算書などを添付
③期限内申告

　 ①電子申告
＋ 　または
　 ②電子帳簿保存

改正前
と同じ

（国税庁のＨＰを参考に著者作成）
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で
す
か
？

　

事
前
申
請
は
い
ら
な
い
け
れ
ど
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
も
必
要
だ
。
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ホ
で
も
代
用
で
き
る

よ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
作
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
急
い
で
作
る
必
要
が
あ
り

ま
す
ね
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
で
き
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
か
ら
ね
。
も
し
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」
と
い
う
の
が

あ
る
。
こ
れ
は
税
務
署
に
出
向
い
て
本
人
確

認
を
受
け
、
Ｉ
Ｄ
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
を
使
っ
て
電
子
申
告
す
る
方
法
だ
。
こ

の
方
式
な
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
不
要

だ
よ
。
Ｉ
Ｄ
は
税
務
署
に
免
許
証
な
ど
を

も
っ
て
い
け
ば
そ
の
場
で
発
行
さ
れ
る
か

ら
、
ま
だ
十
分
間
に
合
う
よ
。

ABA

こ
れ
ま
で
ど
お
り
65
万
円
の
青
色
申
告
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
。

　

？

　

改
正
で
、
原
則
と
し
て
は
最
高
55
万
円

に
な
っ
た
け
れ
ど
、
特
例
的
に
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
最
高
65
万

円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。も

う
間
に
合
わ
な
い

「
電
子
帳
簿
保
存
」

　

ど
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
せ
ば
い
い
の

で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
の
要
件
に
加
え
て
、
電
子
申

告
を
す
る
か
、
ま
た
は
電
子
帳
簿
を
保
存
す

る
こ
と
が
必
要
だ
よ
。

　

電
子
申
告
と
い
う
の
は
ネ
ッ
ト
上
で
申

告
す
る
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
だ
よ
。
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

書
を
作
成
し
て
、
ｅ
Ｔー
ａ
ｘ
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
送
信
す
る
ん
だ
。

BABABA

　

も
う
ひ
と
つ
の
電
子
帳
簿
の
保
存
と
い

う
の
は
？

　

市
販
の
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
で
帳
簿
付
け

を
行
っ
て
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
て
お

く
こ
と
だ
よ
。

　

最
近
で
は
、
手
書
き
の
帳
簿
を
付
け
て

い
る
人
は
少
数
派
で
し
ょ
う
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
こ
の
要
件
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す

ね
。

　

そ
う
だ
ろ
う
け
ど
、
こ
の
２
つ
目
の
電

子
帳
簿
保
存
の
要
件
に
よ
り
65
万
円
の
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
届
け
出
が
必

要
な
ん
だ
。
２
０
２
０
年
分
の
所
得
税
の
申

告
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
９
月
30
日
ま

で
に
承
認
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。

　

い
ま
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
た
だ
し
そ
の
場

合
で
あ
っ
て
も
、
電
子
申
告
を
行
え
ば
65
万

円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

電
子
申
告
は
事
前
申
請
は
い
ら
な
い
の

BABBABAB
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別
の
会
社
に
勤
め
る
友
人
（
男
性
）
が

育
児
休
業
を
取
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

私
の
勤
務
す
る
会
社
で
は
こ
れ
ま
で
育
児
休
業

を
取
得
し
た
男
性
は
い
ま
せ
ん
。
ど
の
会
社
で

も
、
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

で
き
ま
す
。
育
児
休
業
は
法
律
で
定
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
男
性
、
女
性
を

問
わ
ず
す
べ
て
の
企
業
等
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。一
定
の
適
用
除
外
者
を
除
き
、

社
員
か
ら
取
得
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
会
社

は
拒
め
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

QA

男
性
の
取
得
率
は
７
％

少
子
化
を
背
景
に
、
育
児
休
業
（
育
休
）
の

取
得
―
―
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
の
取
得
も
―
―

が
社
会
的
に
促
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
女
性

の
育
休
取
得
率
が
８
３
・
０
％
（
２
０
１
９
年

度
の
調
査
結
果
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
の

取
得
率
（
配
偶
者
が
出
産
し
た
人
の
う
ち
育
休

を
し
た
人
の
割
合
）
は
７
・
４
８
％
と
低
い
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

育
休
は
原
則
と
し
て
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る

ま
で
、
希
望
す
れ
ば
休
業
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
す
。
配
偶
者
が
育
休
を
取
得
し
て
い
る
場
合

は
１
歳
２
カ
月
に
な
る
ま
で
の
間
で
最
長
１
年

間
取
得
で
き
ま
す
（「
パ
パ
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。
さ
ら
に
い
ず
れ
の
場

合
も
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
場
合
な
ど
は
最
長

で
２
歳
に
な
る
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は
男
性
も
同
様
で
す
。

年
５
日
の
休
暇
や

時
短
措
置
も
あ
る
が
…
…

イクメンと育児休業その他

第 46回

こ
の
育
休
の
ほ

か
に
、
育
児
に
関

し
て
表
に
掲
げ
た

休
暇
等
が
法
律
に

よ
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
子
の
看
護
休

暇
は
、
子
ど
も
が

病
気
な
ど
の
た
め

に
看
護
が
必
要
な

場
合
に
与
え
ら
れ

る
休
暇
で
す
。
１

年
間
に
５
日
を
限

度
に
、
社
員
か
ら

請
求
が
あ
っ
た
場

合
、
会
社
は
（
通

常
の
年
次
有
給
休

暇
な
ど
と
は
別

に
）
休
暇
を
与
え

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
逆
に
い
う

と
社
員
は
取
得
す

る
権
利
が
あ
る
と

図表■育児休業以外の休暇等
対象となる子の年齢等 内容 適用除外

子の看護休暇 小学校入学まで １年度に５日（２人以上の場合は 10 日）までの休暇取得 入社６カ月未満の人
短時間勤務 ３歳未満 １日の勤務時間を６時間に短縮 入社１年未満の人
所定時間外労働の免除 ３歳未満 所定時間外労働（残業）の免除 入社１年未満の人

法定時間外労働の制限 小学校入学まで 法定時間外労働（１日８時間、１週間 40 時間を超える労働）
が１カ月当たり 24 時間、１年当たり１５０時間に制限 入社１年未満の人

深夜業の免除 小学校入学まで 午後 10 時から午前５時までの就業の免除 入社１年未満の人
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Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

い
う
こ
と
で
す
。

企
業
に
よ
っ
て
は
法
律
に
よ
っ
て
義
務
付
け

ら
れ
た
年
間
５
日
よ
り
多
く
の
休
暇
が
取
得
で

き
る
制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
休
暇
は
２
０
２
１
年
１
月
か

ら
は
１
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
１
日
の
労
働
時
間
を
短
縮

し
た
り
、
残
業
を
し
な
く
て
も
い
い
、
と
い
っ

た
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
表
に

掲
げ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
育
休
同
様
、
社
員
か

ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
会
社
は
こ
れ
を
拒
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
表
に
掲
げ
た
も
の

の
扱
い
は
す
べ
て
、女
性
も
男
性
も
同
様
で
す
。

と
こ
ろ
で
、こ
れ
ら
の
休
暇
等
に
つ
い
て
は
、

有
給
に
す
る
こ
と
ま
で
は
法
律
は
義
務
付
け
て

い
ま
せ
ん
。
多
く
の
企
業
で
は
子
の
看
護
休
暇

や
短
時
間
勤
務
の
場
合
の
短
縮
さ
れ
た
時
間
分

に
つ
い
て
は
無
給
と
し
て
い
ま
す
。
育
休
の
場

合
も
無
給
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
た
だ
、

育
休
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
か
ら
育
児
休
業
給

新年あけましておめでとうございます。
今年のお正月は、いつも以上に家族で過ごす時
間の大切さを実感している方も多いかもしれませ
んね。さて、ニューノーマル時代の到来とともに、
本コラムでも生活の中に簡単に取り入れられるコ
ミュニケーション術についてお伝えしてきました
が、意識していますか？
中でも一番大きく変わったのは、リモートワーク導
入によるオンラインコミュニケーションの重要性で
はないでしょうか。私自身も未だに戸惑うことが
多いですが、ピンチをチャンスと捉えて『今まで
のやり方』にとらわれずに勇気を持って前進して
いきましょう。そこで！　本コラムでは、仕事でも
プライベートでも使用率が高まっているzoomな
どのオンラインコ
ミュニケーションで、
『信頼度を上げる
コツ』についてお
伝えしていきます。
オンラインをいか
にリアルに近づけ
ていけるかを楽し
みましょう♥

オンラインコミュニケーション
を学ぼう

～素敵な人になるヒント～
VoI.106

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
表
に
掲
げ

た
休
暇
等
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
給
付
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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〜
あ
な
た
を
守
り
た
い
〜

お
客
様
か
ら
の

感
謝
の
声

お
客
様

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

36
歳
で
難
病
に
な
っ
た
夫
。
生
命
保
険
の
お
か
げ
で

こ
れ
か
ら
の
長
期
療
養
費
の
準
備
が
で
き
、
安
心
し
ま
し
た

『
視
神
経
性
脊
髄
炎
』
ー
発
症
。

『
視
神
経
性
脊
髄
炎
』
ー
発
症
。

33
年
前
か
ら
長
期
療
養
生
活
に

年
前
か
ら
長
期
療
養
生
活
に

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
徳
島
県

在
住
の
Ｔ
さ
ま
で
す
。
Ｔ
さ
ま
の
ご
主
人
は
５

年
前
、
36
歳
の
と
き
に
難
病
を
発
症
さ
れ
、
現

在
も
闘
病
中
で
す
。

「
夫
が
最
初
に
異
変
を
感
じ
た
の
は
、
目
で
し

た
。
仕
事
に
支
障
が
で
る
ほ
ど
、
も
の
が
見
え

に
く
く
な
っ
た
の
で
す
。
近
所
の
病
院
で
は
原

因
が
わ
か
ら
ず
、
大
き
な
病
院
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を
し
た
結
果
、
診
断

は
『
視し

神し
ん

経け
い

性せ
い

脊せ
き

髄ず
い

炎え
ん

』
と
い
う
聞
き
な
れ
な

い
病
名
で
し
た
」

視
神
経
脊
髄
炎
と
は
、主
に
視
神
経
と
脊
髄
、

脳
な
ど
の
中
枢
神
経
を
く
り
返
し
増
悪
す
る
難

病
で
す
。
30
～
40
歳
代
に
多
く
発
症
し
、
日
本

の
患
者
さ
ん
は
４
０
０
０
人
強
（
人
口
10
万
人

あ
た
り
３
・
４
２
人
）
で
、
女
性
の
割
合
が
非

常
に
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

「
夫
は
診
断
後
す
ぐ
に
入
院
治
療
し
ま
し
た
。

退
院
し
て
か
ら
も
、
異
変
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ

り
、
入
退
院
を
く
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

自
宅
で
家
族
と
過
ご
す
時
間
は
あ
り
ま
し
た
」

し
か
し
３
年
前
か
ら
、
長
期
療
養
型
病
院
で

の
入
院
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
大
変
で
し
た
。
子

ど
も
達
は
中
学
生
と
高
校
生
だ
っ
た
の
で
、
私

は
昼
間
の
仕
事
に
加
え
、
夜
も
パ
ー
ト
で
働
き

ま
し
た
」

当
時
の
こ
と
を
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
徳
島
支

社
鴨
島
営
業
所
の
山
下
美
穂
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
の
担
当
者
が
退
職
し
、
私
が
保
全
業

務
の
た
め
Ｔ
さ
ま
に
お
会
い
し
た
の
は
、
１
年

前
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
ご
主
人
の
状
況
を
知

り
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
調

べ
、
会
社
と
相
談
し
な
が
ら
４
ヵ
月
後
に
は
高

度
障
害
に
対
す
る
保
障
と
保
険
料
払
込
み
免
除

の
手
続
き
が
で
き
ま
し
た
」

Ｔ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
山
下
さ
ん
の
お
か
げ
で
給
付
金
が
受
け
取
れ
、

夫
の
療
養
費
の
準
備
が
で
き
、安
心
し
ま
し
た
。

私
は
夜
の
パ
ー
ト
勤
務
を
や
め
、
精
神
的
、
身

体
的
に
落
ち
着
き
ま
し
た
」

夫
（
41
歳　
闘
病
中
）　
Ｔ
さ
ま
（
41
歳　
会
社
員
）　
長
男
（
20
歳　
会
社
員
）

長
女
（
18
歳　
大
学
生
）

Vol. 195　
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現
在
ご
主
人
は
、
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
、

食
事
は
流
動
食
。
会
話
で
の
意
思
疎
通
が
難
し

い
状
態
で
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
２
０
２
０
年
春
か
ら
直
接
会

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
仕
事
や
進
学
で
子
ど
も
達
が
巣
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
の

よ
う
に
家
族
み
ん
な
で
夫
に
会
い
に
い
け
る
よ

う
、
コ
ロ
ナ
収
束
を
祈
っ
て
い
ま
す
」

Ｔ
さ
ま
ご
夫
婦
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
山
下
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

1515
歳
で
出
会
い
、

歳
で
出
会
い
、
2020
歳
で
「
初
恋
結
婚
」

歳
で
「
初
恋
結
婚
」

Ｔ
さ
ま
と
ご
主
人
は
、
同
じ
年
齢
。
出
会
い

は
、
高
校
１
年
生
の
と
き
で
し
た
。
お
互
い
の

友
人
達
と
と
も
に
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
青
春

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
５
年
間
の
交
際
を
経

て
、
20
歳
で
結
婚
。
た
く
さ
ん
人
た
ち
か
ら
の

温
か
な
祝
福
に
包
ま
れ
た
、
初
々
し
い
「
初
恋

結
婚
」
で
し
た
。

「
結
婚
の
翌
年
に
長
男
、
そ
の
２
年
後
に
長
女

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
若
く
し
て
４
人
家
族
の
大

黒
柱
に
な
っ
た
夫
は
、
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
く

れ
ま
し
た
」

建
築
関
係
の
仕
事
を
す
る
ご
主
人
は
、
人
一

倍
の
努
力
家
で
、
や
が
て
は
自
営
業
を
立
ち
上

げ
た
ほ
ど
の
実
力
の
持
ち
主
で
す
。

「
夫
は
、
家
事
と
育
児
は
私
に
丸
投
げ
で
し
た

が
（
笑
）。
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
な
姿
は
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
長
男
も
長
女
も
お
父
さ
ん

が
大
好
き
な
子
ど
も
に
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

風
邪
も
め
っ
た
に
ひ
か
な
い
ほ
ど
の
健
康
自

慢
の
ご
主
人
が
、生
命
保
険
に
加
入
し
た
の
は
、

Ｔ
さ
ま
の
お
母
様
か
ら
の
勧
め
で
し
た
。

「
母
は
、
父
が
大
き
な
病
気
を
し
た
と
き
、
生

命
保
険
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
体
験
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
夫
婦
に
、『
子
ど
も
達

の
た
め
に
加
入
し
た
ら
？
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
た
の
で
す
」

20
代
の
Ｔ
さ
ま
ご
夫
婦
は
、「
私
た
ち
は
若

い
か
ら
、
ま
だ
必
要
な
い
か
な
？
」
と
も
思
い

ま
し
た
が
、
Ｔ
さ
ま
は
お
父
様
の
闘
病
生
活
を

覚
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
加
入
を
決
め
ま

し
た
。

「
私
は
子
ど
も
達
が
幼
い
間
は
、
家
事
と
育
児

に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
に
な
っ
た

頃
か
ら
、
現
在
も
勤
務
し
て
い
る
会
社
で
働
き

始
め
ま
し
た
。
毎
日
、
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し

さ
で
し
た
が
、
す
く
す
く
育
つ
子
ど
も
達
の
成

長
が
私
た
ち
夫
婦
の
励
み
で
し
た
」

幸
せ
な
日
々
の
中
、
ご
主
人
は
36
歳
の
と
き

に
、
体
に
異
変
を
感
じ
た
の
で
す
。
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昼
の
仕
事
と
夜
の
パ
ー
ト
勤
務

昼
の
仕
事
と
夜
の
パ
ー
ト
勤
務

家
族
の
た
め
に
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
日
々

家
族
の
た
め
に
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
日
々

あ
る
日
、
仕
事
か
ら
帰
宅
し
た
ご
主
人
が
、

「
視
野
が
一
部
欠
け
て
い
る
み
た
い
で
、
も
の

が
見
え
づ
ら
い
」
と
Ｔ
さ
ま
に
訴
え
ま
し
た
。

「
仕
事
に
大
き
な
支
障
が
出
る
前
に
と
、
夫
は

近
所
の
病
院
を
受
診
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
原

因
が
わ
か
ら
ず
、
大
き
な
病
院
で
の
検
査
を
勧

め
ら
れ
て
、
視
神
経
脊
髄
炎
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。健
康
そ
の
も
の
の
夫
が
、な
ぜ
難
病
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か･･････

。
私
た
ち
は
呆
然

と
し
、
し
ば
ら
く
は
病
気
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
難
し
く
、
つ
ら
か
っ
た
で
す
」

視
神
経
脊
髄
炎
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
多
く

発
症
す
る
の
か
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
発
症
の

原
因
は
、
異
常
な
免
疫
反
応
で
す
。
急
性
期
治

療
で
は
、
免
疫
を
抑
制
す
る
治
療
が
行
わ
れ
、

症
状
を
抑
え
ま
す
。
急
性
期
治
療
は
早
期
に
す

る
こ
と
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
夫
は
診
断
後
す
ぐ
に
入
院
し
て
治
療
し
ま
し

た
。
免
疫
抑
制
薬
の
点
滴
で
は
症
状
が
改
善
し

な
か
っ
た
の
で
、
血

け
っ
し
ょ
う漿
交
換
ま
で
し
ま
し
た
」

血
漿
交
換
と
は
、
血
液
を
一
時
的
に
体
外
に

取
り
出
し
、
血
中
の
異
常
な
物
質
を
取
り
除
い

て
か
ら
体
内
に
戻
す
方
法
で
す
。

「
退
院
後
は
自
宅
に
戻
り
ま
し
た
が
、
痛
み
の

症
状
が
現
れ
た
り
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
。

２
年
間
は
、
入
退
院
を
く
り
返
し
ま
し
た
」

当
時
、
生
命
保
険
の
入
院
給
付
金
は
、
支
払

い
限
度
日
数
ま
で
受
け
取
り
ま
し
た
。
ご
主
人

の
病
気
は
医
療
費
助
成
の
対
象
に
な
る
「
指
定

難
病
」
で
す
が
、
経
済
的
な
負
担
は
Ｔ
さ
ま
の

肩
に
ず
っ
し
り
と
の
し
か
か
り
ま
し
た
。

「
私
は
夜
の
短
時
間
パ
ー
ト
勤
務
も
始
め
て
、

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
日
々
で
し
た
。
そ
し
て
、
３

年
前
か
ら
夫
は
、
長
期
療
養
型
病
院
で
の
入
院

生
活
に
な
り
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
ま
す

ま
す
大
変
に
な
り
ま
し
た
」

Ｔ
さ
ま
の
心
の
支
え
は
、
お
子
様
た
ち
の
存

在
で
し
た
。
ご
長
男
は
高
校
を
卒
業
し
て
県
外

の
会
社
に
就
職
。
家
か
ら
離
れ
、
一
人
暮
ら
し

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
初
め
て
の
お
給
料
で
お
い
し
い
食
事
を
ご
ち

そ
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
長
男
は
進
学
希
望

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
が
家
の
状
況

を
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
」

ご
長
男
か
ら
「
母
の
日
」
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
ピ
ア
ス
は
、
Ｔ
さ
ま
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。家

族
み
ん
な
で
会
え
る
日
を

家
族
み
ん
な
で
会
え
る
日
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す

ご
長
男
が
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
か
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ら
、
ご
主
人
の
病
状
は
悪
化
し
ま
し
た
。

「
長
男
は
『
お
父
さ
ん
の
介
護
の
た
め
に
仕
事

を
や
め
て
家
に
帰
ろ
う
か
？
』
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
で
も
、『
大
丈
夫
。
仕
事
を
頑
張
っ

て
ね
』
と
伝
え
ま
し
た
」

Ｔ
さ
ま
は
ご
主
人
の
回
復
を
願
い
、
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
と
家
事
、
そ
し
て
看
病
と
気
丈
に
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を
山
下

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
Ｔ
さ
ま
に
直
接
連
絡
が
と
れ
る
ま
で
１
年
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
。
や
っ
と
お
会
い
で
き
た
と

き
に
、
ご
主
人
は
難
病
で
長
期
療
養
型
病
院
に

入
院
中
と
い
う
状
態
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
の
で
、
母
親
１
人
で
の
子
育

て
の
苦
労
も
友
人
の
よ
う
に
話
せ
ま
し
た
」

Ｔ
さ
ま
も
「
山
下
さ
ん
は
と
て
も
話
し
や
す

い
方
で
、
心
に
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
」
と
、
初
対
面
の
印
象
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

「
ご
主
人
は
障
害
状
態
に
該
当
し
、
障
害
給
付

金
請
求
と
保
険
料
払
込
み
免
除
の
手
続
き
を
し

ま
し
た
」

Ｔ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
山
下
さ
ん
の
お
か
げ
で
給
付
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
、
経
済
的
に
助
か
り
ま
し
た
。
夫

の
入
院
は
こ
の
先
ど
れ
く
ら
い
続
く
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
費
用
の
準
備
が
で
き
て
、
安
心

し
ま
し
た
」

そ
し
て
も
う
一
つ
、
希
望
の
光
が
灯
り

ま
し
た
。
ご
長
女
の
努
力
の
か
い
が
あ
り
、

２
０
２
０
年
春
、
現
役
で
大
学
生
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

「
リ
モ
ー
ト
授
業
が
続
き
ま
し
た
が
、
秋
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

２
年
前
か
ら
ご
主
人
は
会
話
で
の
意
思
疎
通

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
最
後
の
会
話
は
、『
病
気
が
治
っ
た
ら
、
家
族

み
ん
な
で
出
か
け
た
い
な
』
で
し
た
。
今
は
コ

ロ
ナ
禍
で
病
院
に
行
け
ず
、
夫
に
会
え
な
い
こ

と
が
寂
し
い
で
す
」

現
在
は
、
ご
長
男
や
ご
長
女
と
一
緒
に
食
事

を
す
る
こ
と
を
張
り
合
い
に
仕
事
を
頑
張
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
Ｔ
さ
ま
。
家
族
３
人
で
ご
主
人

と
会
え
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
山
下
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
保
全
業
務
で
は
、
直
接
お
会
い
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
さ
ま
と
も
い
ろ
い
ろ
な
お

話
が
で
き
た
こ
と
で
、
障
害
給
付
金
の
手
続
き
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
皆
様
に
、
生
命
保
険
は
死
亡
保
険

金
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
て
い
る
と
き
に
も
活

用
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
で
す
」
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カ
ー
ド
放
置
の

カ
ー
ド
放
置
の

「
思
わ
ぬ
リ
ス
ク
」
に
ご
用
心

「
思
わ
ぬ
リ
ス
ク
」
に
ご
用
心

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
あ
ま
り
使
っ
て
い
な

い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

作
っ
た
経
緯
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
誰
し
も
１
枚
や
２
枚
は
持
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

カ
ー
ド
を
放
置
し
て
い
る
人
は
要
注
意
。
な
ぜ

な
ら
、
次
の
よ
う
な
「
思
わ
ぬ
リ
ス
ク
」
が
出

て
く
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

①
不
正
利
用
の
恐
れ
が
あ
る

最
近
は
、
少
額
で
あ
れ
ば
暗
証
番
号
や
署
名

不
要
で
決
済
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
増

え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、万
が
一
盗
難
に
あ
っ

た
場
合
な
ど
に
、
不
正
利
用
さ
れ
や
す
い
と
い

え
ま
す
。
普
段
使
っ
て
い
る
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば

す
ぐ
に
不
正
利
用
に
気
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
使
っ
て
い
な
い
カ
ー
ド
の
場
合
は
な
か
な

か
気
付
け
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
年
会
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
中
に
は
、
年
会
費
が

か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
カ
ー
ド

を
放
置
し
て
し
ま
う
と
、
利
用
し
て
い
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
無
駄
な
出
費
を
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

③
管
理
が
大
変
に
な
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ご
と
に
暗
証
番
号
を
覚

え
て
お
く
の
は
意
外
と
大
変
で
す
。
さ
ら
に
、

引
き
落
と
し
先
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る

と
、
支
払
日
近
く
の
お
金
の
管
理
も
面
倒
に
な

り
ま
す
。
総
額
で
い
く
ら
使
っ
て
い
る
か
が
わ

か
り
に
く
く
な
る
の
も
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

④
ポ
イ
ン
ト
が
分
散
し
て
し
ま
う

多
く
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
は
、
使
う
と

も
ら
え
る
お
得
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
カ
ー
ド
を
使
っ
て
い
る
と
、
カ
ー
ド

ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
分
散
し
て
し
ま
う
の
で
、

ま
と
め
て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
使
わ
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
リ
ス
ク
や
デ
メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
も
し
そ
う
し
た
カ
ー

ド
を
お
持
ち
な
ら
、
す
ぐ
解
約
す
る
の
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。
解
約
の
手
続
き
は
カ
ー
ド
会

社
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は

電
話
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
自
分
で
管
理
し
や
す

い
枚
数
に
絞
っ
て
、
集
中
し
て
使
う
の
が
お
す

す
め
で
す
。

使わない
クレジットカードに

要注意

第　　　 回118

10
00
0

10
00
0
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コロナ禍の今こそ一致団結して頑張っていきたい！
レポーター　鈴木　巨（秋田県協会会長／プルデンシャル生命）

秋田県協会は、チャリティ等の活動を行い、障がいを持った方々が日々の生活を送るための支援を行って
います。

 秋田県
人口 95 万 1,083 人

（2020 年 11 月 1 日現在）
十和田・八幡平国立公園 乳頭山麓に
点在する七湯がある「乳頭温泉郷」。七
湯の泉質はそれぞれ十種類以上の源
泉。ブナの原生林の中で癒され、自生す
る山菜・きのこを食
すこともでき、大地
の恵みを感じること
ができる。

No.36

5月と12月に報告会や講演会、
チャリティ等の活動を

秋田県協会では、定期的に幹事会を開催しています。
このような状況で、活動が難しくなっていますが、
協会として通常であれば、定例活動として毎年 5 月
に報告会、講演会、12 月にチャリティと講演会を
行っています。

秋田杉の可愛らしい木工品を購入して支援

昨年、2019年12月3日に、秋田市のパーティーギャ
ラリー　イヤタカにて、クリスマスチャリティパー
ティーと講演会を行いました。講師には、地元のラ
グビーチーム「秋田ノーザンブレッツ」のチームディ
レクターである花岡伸明氏をお招きし「ラグビーで
学んだこと伝えたいこと～ One for All で作るこれ
からの秋田～」を演題にご講演いただきました。チャ
リティーイベントでは指定障がい者支援施設「小又
の里」の皆様が作られた木工品などを JAIFA 会員
の皆がオークション形式で購入に協力。売上を寄付
させていただきました。
当日は意見交換会も開催し、会社の垣根を超えた会
員同士の交流もはかられ、一層絆が強くなった会で
もありました。
コロナ禍で今までに経験したことのないことが起
きていますが、今こそ JAIFA 会員が一致団結して、
今後も社会貢献活動に邁進できるよう頑張っていき
ましょう。
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※表紙はサンプル版です。

　
　

 

全
国
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

去
る
令
和
２
年
10
月
30
日
に
、
来
年
度
年
次
大
会
開
催
地
で
あ
る
「
広
島
」
で

全
国
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

例
年
２
日
間
に
及
ぶ
会
議
で
す
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

１
日
に
集
約
し
、
テ
レ
ビ
会
議
も
併
用
し
て
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
テ
ー
マ
「『 W

illpow
er 

ウ
イ

ル
パ
ワ
ー 

』
～
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
ひ

ら
け
る
～
」
は
、「
ど
ん
な
困
難
に
直
面
し

て
も
高
い
志
が
あ
れ
ば
必
ず
道
は
開
け
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
正
に
今
直
面
し
て
い

る
状
況
に
対
し
、
希
望
と
勇
気
に
満
ち
た
言

葉
で
あ
る
。　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
が
、
１
年
前
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
テ
レ
ビ
会
議
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
等
、
今
ま
で
遅
れ
て
い
た
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ

Ａ
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
や
れ
ば

で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
更
に
、
Ｉ
Ｔ

推
進
委
員
会
を
は
じ
め
、
各
委
員
会
で
新
し

い
試
み
を
検
討
し
て
い
る
。
組
織
を
更
に
よ

り
良
い
集
団
に
す
る
た
め
に
は
何
が
で
き
る

の
か
、
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
あ
る
。

皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

会員増強委員会と広報部会が連携して、DVD『私
たちが目指すもの』を制作しました。この映像
は、会員が厳しい環境におかれ、セミナーや社
会貢献活動ができずとも、JAIFA 会員としての
誇りを改めて感じとること、そして、一般国民
の皆様には、JAIFA をより広く知っていただけ
る機会でありたいとの思いを込めさせていただ
いています。
会員数 40,000 名達成に向けてご協力をよろしくお願いいたします。

会員増強についての取り組み

北海道ブロックでは、コロナ禍の状況の中、オンラインを活用した「北海道ブロッ
クWEBセミナー」を開催しました。なお、「北海道ブロックWEBセミナー」は、
９月～翌年４月の毎月１回開催する予定です。
このような中でも、IT を駆使し色々と知恵を出し合い、活動して参ります。

事例報告

毎年、年次大会で表彰している「社会貢献顕彰」について、今年
度は静岡年次大会が中止となったため、全国会長会議に
て受賞の３団体が発表されました。
■「福山協会」・・高校生に向けた出張授業活動
■「徳島県協会」・・「愛のドリーム募金」設立当初より
　��継続した募金・贈呈活動
■「明治安田生命�越谷支社」・・フードドライブ（食材
��回収ボックス）活動による子ども食堂への支援活動
来年度の広島年次大会でも結果報告を発表いたします。

社会貢献顕彰について

第13回

「静岡年次大会が開催出来なかったことは、大変残念でした。静岡県協会をは
じめ東海北陸ブロック一同が、成功させたいという力強い気持ちを持って取り
組んできていた。その想いを来年の広島年次大会へ繋げ、全力で一丸となって
成功させたい」という金井副理事長の挨拶で今年の会議は閉幕しました。

終
わ
り
に

※誌面の都合から内容を割愛してご報告させていただきました。

Present が４月号より、
冊子版、電子版ともカラーに
なります！

石
井
理
事
長

挨
拶
（
要
旨
）

ブロックを代表し、
札幌協会林田会長より

事例報告

広島城

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』4月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
取り組んでいきます。

もっ
と元気よく

日本を

�����

�
����

www.jaifa.or.jp公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

昭
和
41年

5月
20日

第
3郵
便
物
認
可
　
令
和
3年
4
月
1日
発
行（
毎
月
1回
1日
発
行
）第
4
号
第
59巻
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毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

1 月追加予定：【法人への提案】事業承継の
勘所 自社株とは何ですか？

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
1 月追加予定：個人 No.06 ご自身の相続
財産を把握されていますか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
1 月追加予定：【法人】保険でリスクに対応
する

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに  
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに 注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会

「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !

NEW


